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　　 核融合原型炉用増殖ブ ラ ン ケ ッ トの

　　　　　　 局所TBR 計算評価

Evaluation　of　Calculated　Local　TBR 　for
Blanket　System　 of 　Fusion　DEMO 　Reactor

　　　　　　　平尾好弘、佐藤聡

　　　　　　　　平成 17年3月

　　　日本 原子 力 学会2005年春の 年会予 稿集

　 日本原子 力研究所 にお い て 提案され て い る SSTR に代

わ る超臨界圧 水冷却方式 の 核融合原 型炉 概念お よび 増殖

ブ ラン ケ ッ トシ ス テ ム に 基づ き、規定の 設 計 仕 様 を考慮

し つ つ ブ ラ ン ケ ッ ト核設計を実施 して い る。設 計要件 と

して トリチ ウム 増殖比（TBR ）、出 口温 度そ して 遮蔽性能

をバ ラ ン ス させ な が ら、最適解 を 導 く必 要 が あ る。本研

究の 目的は、現状、実現性の 高い オ プ シ ョ ン とし て 固体
一

体型、Be，　Li20に よる増倍増殖、フ ェ ライ ト鋼構造材、
層状水冷却式 を選 定 し、こ れ に基づ く詳 細な トカ マ ク炉

お よび ブ ラ ン ケ ッ ト設 計 に よ る 最重要 要件 で あ る正 味

TBR の 評価で ある。第
一

段 階 と して、トカ マ ク の 赤道面

お よ び ポ ロ イ ダル 面 で の 全 モ ジ ュ
ール を 考 慮 し た 局 所

TBR 評価を行 っ て、最適なブ ラ ン ケ ッ ト構造を導 くパ ラ

メ
ー

タ解析 に つ い て 報告する。
　解析 の 手順 と して 、中性 子壁負荷最大 と なる トカ マ ク

赤道面で 局所 TBR に 関 し て 最適構造をパ ラ メ
ー

タ推定

し た の ち、壁負荷の ポ ロ イ ダル 方向分布を考慮 して トカ

マ ク の 上 半部 を トロ イ ダ ル 断面 で い くつ か 切 っ て 同様 に

一
次元 評価 を 行 う。こ れ に よ っ て 大体 の 全 モ ジ ュ

ー
ル

TBR を評価す る。次 に、モ ン テ カ ル ロ 計算に よ っ て三 次

元計算 を行 い 、赤道面 と全 モ ジ ュ
ー

ル の TBR を
一

次元 計

算 の それ と比 較 して 計算精度評価を行 う。設計 に有用な

SN コ
ー

ドを用い た場合 の 誤 差 を見 積 も るた め で あ る。
他の 設 計要件 で あ る 線束（線量）、核発 熱（温度）も 同時 に 評

価す る。
　過去 にお い て 同 様の 解析 が行われ て い る が、核デ

ー
タ

の 不 確実 さに よ る 結果の 信頼性に つ い て 注意が あ る た め 、
今回の 解析 で は 全 て JENDL3 ，3 べ 一

ス の 核定数 を用い た。
過去 の FUSION40 、　 APPLE3 定数べ 一ス の 報告 と比 較 し

て 局所 TBR や Be 増倍部線束等の 特性 が多少 低 めに で る

傾向が あ り、現在、最適 な構造 と組成の 組 を再検討 して

い る。今後、ポート、ダイ バ ータ を含め た全 カ バ レ ッ ジ

評価 を行 っ て よ り実際的な TBR 誤差評価 を実施す る予

定 で あ る。
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　　　Ship　Recycli皿 9 − An 　Initiative　to

　　　Recycle・oriented 　Maritime　Society

　　船舶の リサ イ クル
ー
循環型海事社会へ の

　　　　　　　　 イ ニ シ ア チブ

　　 成瀬健、松 岡
一
祥、林慎也 、砂川祐

一

　　　　　　　　 平成17年 2A

I  EST ，　 Sustainable　 Shipping．．．　 progress　in　 a

　　　 changing 　 world ，　 Conference　Notes

　船舶解撤 にお け る労働安全衛生 お よび 環 境 問 題 へ の

世 界 的な 関心 の 高 ま りを背景 に、2003年 12月 に 船舶の

リサ イ クル に 関す る IMO ガイ ドライ ン が作成 され た。本
ガ イ ドラ イ ン は、船舶 を

一
元 的 に所 管す る 立場 か ら作 成

され て お り、そ の 内容 に は、船舶に使用 され る有害物質

の 所在および量を示す
一
覧表等か ら構成され る

“

グリ
ー

ン パ ス ポート
”

を 船 主 が本 船 に携帯 すべ き こ とが 記述 さ

れて い る。さらに 、新造船 の 建造に お い て、有害物質を

最小 化 すべ き こ と も記 述され て お り、積極 的 な代 替物 質

の 導入も勧 めて い る。

　 こ の よ うな状況 を背 景 に、当所 は、国 土交 通 省海事局

か らの 委 託 を受 け て、船 舶 解撤 に 関す る調査 研 究 を 実施

して お り、グ リー
ン パ ス ポート作成を支援す る とともに

新造船 の 建造に お ける有害物質の 最小 化 に寄与する こ と

を 目的 と した シ ス テ ム （船 舶 材 料 トレ ーサ ビ リテ ィ シ ス

テ ム ）を提案 し た。その
一
環 と して 、共通電子 デ

ー
タフ ォ

ー
ム に よ り、実船

…
隻 分 の す べ て の 機 器 ・材 料 に含まれ

る有害物 質の 調査 を試 行す る実験 を実施す る と と もに、

建造後 に新たに特定され る有害物質 に対 応で き るデ
ー

タ

ベ ース シ ス テ ム の プ ロ トタイ プ を 開発 して い る。

　本研究は 、IMO ガ イ ドラ イ ン 遵守を促進 し、海事産業

全 体 に お い て 、循 環 型 社会を構 築す る た めの イ ニ シ ア チ

ブ と して 期待 され る もの で あ る。そ れ を推進 する た め に

は、予 見 され る 多 くの 課題 を解決 す る 必 要が あ り、海事

産業全 体で 協力 体制 を築 く こ と が 重 要 で あ る。

図 ：共 通 電子 デ
ー

タ フ ォ
ーム に よ る化 学物質調 査
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